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サル類保健飼育管理施設

小鴨祥三 (施設長 ･兼) ･松林清明 ･

後藤俊二 ･鈴木樹理 ･松林伸子け･

三輪宜勝2)･熊崎滴則2) ･阿部政光2)･

釜中座郎2) ･前田典彦2) ･高橋未年2日 ) ･

平成7年度の施設の概雪引ま以下のようであった｡

1)所内全てのサルの飼育管理一元化が実施され

た｡研究所創設以来､部門に配分された実験用

のサルの飼育は各部門に委嘱されてきたが,

土 ･日曜や祝日のケアも全て施設の手で行うこ

とにより､サル健康面のチェックや動物福祉上

の配慮が同一レベルでできるようになった.こ

のためには飼育要員の増加が必要であったが､

退職した総長発令職員の人件於を充てることに

より,予罪の増加を伴わずに実施することがで

きた｡一元化によって各部門はケアの労力が不

必要になり､当施設の設立目的のひとつである

実験用サルの全面管理が名実ともに実現したこ

とになる｡動物の飼育環境改葬の一郎として､

土 ･日･祝日もケ-ジ室の柄揃を行うことも実

施に移された｡飼育内容を充実させる意味にお

いて,画期的な年であったといえる｡

2)施設の改組 (実験動物センターへの転換)の

枕許要求が､初めて要求重点事項の中に取り入

れられた｡教 ･技官の増､飼育外部委託費､建

物未完成部分の増築という内容であるが､サル

施設設立以来最初の改組要求であり.施設の発

展のために早期の実現が望まれる｡

3)COE招咽外国人研究員として､朱本仁 (上海

動物園)が2月に着任し､8月までの予定で叛人

独人工繁紐の研究を行っている｡

4)1996年元日の朝.約二放飼場グループケージ

の鉄格子の一郎が何者かによって破られ､ニホ

ンザル6預が外に出るという郡件が起きた｡笹

窮で捜査中であるが､桝似の耶件の再発を防ぐ

ため,高圧屯気相や監視カメラの増設をはじめ.

夜間の警備体制の鞄化など､防犯に努力してい

る｡

研究概要

A)サル畑の生殖生物学的研究

松林消明

オス生柏枚能の比較研究のひとつとして､類人

猿やマカクの精巣の組織学的検索を進めている｡

1996年2-3月にインドネシア国ボゴール農科大保

有の各種から,バイオプシーによる材料採取をお

こなった｡

B)実験用サルの動物福祉の研究 ｢

松林清明

実験動物の適正なケージサイズに関する日本案

の一郎としてサルを担当し,欧米の各ガイドライ

ン作魁担当者とのディスカッションのため､アメ

リカ ･ヨーロッパを肋間して意見を聞き､最終案

をまとめた｡

C)サル類の寄生虫に関する研究

後藤俊二

サル頬における線虫頬の感染動態を明らかにす

るとともに､肺犬糸状虫症の突放モデル作出を目

的として､ニホンザルへの糸状虫の突放感染をお

こなった｡感独経過に伴う血紋性状やIgG抗体の

変動､肺病典の形成!馴こついてヒトや他の動物と

の比較検討をおこなった｡

また､野生カニクイザルやスラウェシマカクに

おける寄生虫相と､その宿主に与える影響につい

て調査を進めている｡

D)サル類の成長の生理学的及び形態学的研究

' 鈴木樹理

サル類の成長ホルモンの分泌動態を明らかにす

るために､ニホンザルについて､迎統採血と採尿

をおこなった｡成長ホルモンはメスで性成熟時に

連動して苅くなる傾向があり,特に最大パルスの

渋皮で著しいことなどが明らかになった｡縦断的

な生体計測も継続しておこなった｡

1)教務職員､2)技官､3)1996年3月末日定

年退職
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E)サル類のストレス定立のための基礎的研究

鈴木樹理

日常的にサル類に負荷されている様々なストレ

スを定立するための基礎研究として､､無麻酔採血

並びに無麻酔経口投与時の血中成長ホルモン濃度

の変化を,ニホンザルを用いて調べた｡その結果,

これらの負荷ストレスに対する感受性及び反応に

は個体差が大きいことなどが示唆された｡

報告その他
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学会発表等

1)藤井智代千 ･藤沢道子 ･和田知子 ･奥富治

人 ･松林公蔵 ･松林滴明 ･松沢哲郎 (1995)ニ

ホンザルにおける加齢と歩行パターン.第11回

日本霊長頬学会大会 (1995年6月､犬山).霊長

頬研究､ll(3):281.

2)藤沢道子 ･藤井智代子 ･和田知子 ･奥官清

人 ･松林公戒 ･松林消明 (1995)ニホンザルの

ケタミン麻酔下における非観血的測定法による

血圧と加齢の関係.第11回日本霊長類学会大会

(1995年6月.犬山).霊長類研究.ll(3):281.

3)松林清明 ･榎本知郎 ･中野まゆみ ･長戸康和

(1995)ミドリザルとパタスモンキーとの屈間

雑種の精兵組織像所見.第11回日本霊長類学会

大会 (1995年6月､犬山). 霊長類研免 11(3):
281.

4)長戸康和 ･榎本知郎 ･松林消明 く1995)老齢

オスニホンザルの精巣組織の形態-光顕と電銃

による対比観察.第11回日本霊長類学会大会

(1995年6月.1犬山).霊長類研免 11(3):281.

5)中野まゆみ ･榎本知郎 ･松林酒明 ･長戸康和

(1995)ニホンザルの精上皮における異常な精

子形成細胞について.第11回日本霊長類学会大

会 (1995年6月､犬山). 霊長較研究.ll(3):
281.

6)橘祐司 ･小林正規 ･松林伸子 ･松林柄明

(1995)サルから検出された赤桐アメーバの病

原性について.第11回日本霊長鰯学会大会

(1995年6月､犬山).霊長類研免 11(3):281.

7)柳原芳美 ･松林清明 ･松沢哲郎 (1995)ニホ

ンザルにおける飼育環境のエンリッチメント一

指迷路餌箱の検討.第11回日本霊長頬学会大会

(1995年6月､犬山).霊長類研究.ll(3):282.

8)鈴木樹理 (199亭)ニホンザルの成長期におけ

る血中成長ホルモンの分泌動態.荊11回日本盟

長頬学会大会 (1995年6月､犬山).盟長短研究､

ll(3):290.
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1995年度 (平成7年度)サル類動態表

区 分 糊加 死

亡山㌔ 炎 秤吹 洞化 栄並 紘尿 感 外

その 管 剖種名 晩 署旨系 罪系 代謝 坐細 染 佑 也の 壁失 検不舵産 殺 疾忠 秩

也 署旨系 ▲■系 症 死 症也 宜 巳等コ モ ン ツ パ イワオキ ツ ネ ザ ルワ夕ポウシ夕セリンコモンマ-モセットヨ J ザ ルフサ オ マ キ ザ ルニ ホ ン ザ ル 6201239 22

25 15 4 I 11 11

141 1I1 2 32ア カ ゲ ザ ル 43 29 2 4 i I 3タ イ ワ ン

ザ ルカ ニ ク イ ザ ルボ ンネ ッ トザ ルベ ニ ガ オ ザ ルマ ン ト ヒ ヒ 2432

1431 1 2

小 計 122 67 9 8 1 2

4 6 6 2 8合 計 122 113

注) (増加頭数) (減少頭数

) 差引頭数122 - 113 = 9 (増加)

1995年度 (平成7年度)末飼育頭数

種 名 頭数ワ オ キ ツ ネ ザ ル

2オ オ ガ ラ ゴ

1コモンマ- モセ ッ ト 37

ワ夕ポウシ夕マ リン 22ヨ ザ

ル 12リ ス

ザ ル 3フ サ オ マ キ ザ ル 16

チユウベイ クモザ ル 1

種 名

頭数ケ ナ ガ.ク

モ ザ ル 1ミ ド リ

ザ ､■ル 5パ

タ ス ザ ル 1ミドリサ●ル×ハ●タスサ

●ル 2ニ ホ ン ザ ル

342タ カ ゲ ザ

ル 238タ イ ワ ン ザ ル


